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生活リズムの再点検を 

                         校長 釼持 利行 

緑深まる中での４月は、出会いと別れを実感して新たな一歩を踏み出したという感

じがします。ご家庭での子どもたちの様子はいかがでしょうか。新しい学校生活のリ

ズムに慣れてきているでしょうか。新しい担任の先生・友だち・教室など、一年進級

した思いを胸に楽しく登校していれば何よりです。５月の連休明けには、今一度、学

習習慣、生活習慣、そして生活リズムを再点検して学校生活・家庭生活を送ってほし

いと考えています。 

さて、少し古い話ですが、昭和40年代の子どもたちのヒーロー「帰ってきたウルト

ラマン」が故郷M78星雲に危機が迫り帰って行くときに、次郎少年がウルトラマンと誓

ったことを叫ぶシーンがあります。「１つ、腹ぺこのまま学校へ行かぬこと。１つ、

道を歩くときは車に気をつけること。１つ、人を頼りにはせぬこと。１つ、土の上で

裸足で遊ぶこと。」これがウルトラの誓いです。 

現代の生活実態とは違いはあるかもしれませんが、健康・安全・自律は子どもたち

が育つうえで大切なことをメッセージとして伝えています。腹ぺこで学校へ来たので

は学習効率が上がりません。今は車だけではなくなりましたが、安全を確保すること、

そして太陽のエネルギーを充分に浴びて元気に遊ぶことなど、子どもたちに分かりや

すく語っています。 

また、ヒトという動物は、寝て食べて考えながら活動す

る動物です。活動の中身は学習、遊び、運動、コミュニケ

ーション、社会活動とさまざまですが、ヒトという動物は、

寝ないでは十分な活動ができないように作られてしまっ

ている動物なのです。気合と根性で、頑張って寝ないでいては、脳がくたびれ果てて

しまうのです。寝る間を惜しんで仕事をしてもまともな仕事ができるわけがありませ

ん。どうか皆さんは眠りを疎かにしないで、生活リズムをつくる基本に据えてほしい

と思います。 

今、学校では２３日（土）に予定されている運動会に向けた準備・練習に熱心に取

り組んでいる最中です。保護者・地域の皆様には、大変お忙しい中とは思いますが、

ご来校いただき日頃の学習の成果や生徒の頑張りをご覧いただければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

港区立高松中学校 学校だより<第２号> 

平成２７年５月７日 校長 釼持 利行 



 
学年主任の先生方から 

 
■第１学年■  鈴田 寛治 学年主任 

【学年目標】「授業を大切にしよう」 「友だちを大切にしよう」 「積極的に行動しよう」 

【学年経営方針】 

・学  習：・授業規律の確立と、わかりやすい授業展開の充実。 ・補充学習等を通しての基礎学力向上の実現。 

・生  活：・あいさつが自然と言える日常の習慣づくり。 ・仲間同士がお互いに尊重し合い、認め合う人間関係づくり。 

         ・規範意識を高め、いじめを許さない環境づくり。 

・特別活動：・さまざまな行事を通して、他人の喜びを自分の喜びと感じることができる感動体験の充実。 

・委員会や係活動を通して、学校生活の充実感の実現。 

・家庭との連携：・常に家庭との連携をとりながら問題解決をしていく体制づくり。 

・家庭との連絡を密にすることによる、信頼関係の構築。 

■第 2学年■  淺野 剛 学年主任 

【学年目標】「集団の一員としてきまりをしっかり守ろう」「日々の授業を大切に、自ら進んで学習しよう」 

「仲間を大切に、互いに高め合う学年にしよう」「自己の特性を生かし、将来を見据えて進路を切り開こう」 

【学年経営方針】 

・集団生活の向上を目指して、利己的な言動を排し、他人を尊重し、協調する態度を育てる。 

係活動を通じて自己の責任を果たす態度を育成する。 

・学習面では、それぞれの生徒に具体的な目標を持たせ、学習に落ち着いて取り組めるよう指導する。 

始業前の朝学習を実施し基礎的、基本的な内容の定着を図る。 

・自己を正しく表現する力，他人を尊重する心を育て、円満な人間関係をつくる。 

挨拶・返事をしっかりする、時と場所を考えた言葉遣いが出来るように指導する。生徒同士の意見交換の場を多く作る。 

・多くの情報から広く社会に目を向け、自己の特性を考慮に入れて自分の将来の進路を主体的に選択できるよう進路指導の充

実を図る。 

・特別活動等を通じ自主的、自律的に行動できる生徒の育成を図る。 

■第 3学年■  永山 明 学年主任 
【学年目標】『自立』：｢自ら考え、正しく判断し、行動しよう｣ 
      『団結』：｢集団の中で、お互いを認め合い、高めあおう｣ 
【学年経営方針】 
・生 活 ：｢あいさつ｣ ｢時間｣ ｢服装｣ の３つを重点として、基本的な生活習慣の定着を図る。 
・学 習 ：授業規律を確立し、補習授業を実施して、個々の生徒の学力を向上させる。 
・特別活動：委員会活動を中心とした自治活動を推進し、行事への積極的な取り組みを通して真の団結を図る。  
・進 路 ：学年生徒全員が、自分の将来に希望をもって卒業できるよう全力で取り組む。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

【第 1学年 学年主任】 

育てたい生徒像 

    思いやりのある心豊かな生徒 

学年目標 

(1) 基本的生活習慣を身につけさせる。 

   (2) 他人を思いやる心を育てる。 

   (3) 基礎学力の定着を図り、落ち着いた学習態度を養う。 

学年経営方針 

(1) 各教員の個性、学級の独自性は尊重して行うが、教員の指導に偏りが生じないように、学年で統一 

した見解を持つ。 

(2) 常に生徒の実態を正しくとらえ、情報交換を密に行い、小さなことでも学年で相談する。 

(3) いろいろな問題に対しては、個人・担任まかせにすることなく、必ずチームで取り組む。 

 

 

【第３学年 学年主任】 

育てたい生徒像 

「高松中生のあたりまえ」を実践する生徒 
 

学年目標 

① 授業を大切にする。         ② 集団生活のルールを守る。 

③ 自分の役割は責任をもって果たす。  ④ 元気にあいさつできる学年 

⑤ 感謝のできる学年（３学年より追加） 

 

学年経営方針 

「やってみせて、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は動かじ」 
をモットーに、教員自ら、生徒の模範となって指導にあたる。そして、自ら行動できる生徒を育てる。 

【第２学年 学年主任】  

育てたい生徒像 

 ・素直な生徒 (昨年と同じですが、年頃を考えて敢えて「素直さ」を大切に考えています) 

 ・自ら進んで物事に取り組む生徒(高松中の中堅学年として) 

学年目標 

① 自分のことだけ考えない 

② 他人との接し方を身に付ける あいさつ、礼儀、言葉遣い 

学年経営方針 

 ２学年の生徒全員が生き生きとした学校生活を送ることができるよう、教員も団結していきたいと思

います。「『中だるみ』させない！」を合い言葉にやっていきます。 

 

 

 


	20150522_1
	20150522_2

